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化粧品使用に関する態度と健康増進ライフスタイルとの関連性

要　旨
　目的：化粧による健康被害が多いことを踏まえ，化粧品使用の際の健康に関する態度の実態を知る
とともに，健康増進ライフスタイルとの関連性を探ることである．方法：web アンケート調査で，20
〜59歳の女性1600人に日本語版HPLPⅡ尺度の質問と化粧品使用の際の態度を質問した．結果と考察：
化粧している人は 1397 人であり，化粧品の成分を見ない人 66.0%，毛染めでパッチテスト行わない人
88.0%，肌に合わないと思ってもすぐに使用をやめない人 29.6% などであった．健康面で望ましい化
粧品使用の態度をとっているか否かの２群にわけて HPLP Ⅱ尺度の合計点を有意確率５% でt 検定し
た結果，HPLP Ⅱ尺度の総合計点が高い人のほうが，化粧においても健康面で望ましい態度をとって
いるという結果となった．健康増進のライフスタイル構築の上昇のために化粧面でも健康・安全に使
用するための啓発の必要性が示唆された．
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１．はじめに
化粧品は薬事法の定義によると，「化粧は人の

身体を清潔にし，美化し，魅力を増し，容貌を変
え，又は皮膚若しくは毛髪をすこやかに保つため
に，身体に塗擦，散布その他これらに類似する方
法で使用されることが目的とされている物で，人
体に対する作用が緩和なものをいう」とある．化
粧は肌の保護や人の美的感覚に対する欲求を満足
させ，古今東西にわたりなされ続けてきたが，20
世紀後半に「化粧療法」という新しい領域が生ま
れ注目されるようになり �1），容貌の補完が行われ
た結果，抑うつの低減や QOL 向上に効果があっ
たとする結果や，認知症患者や高齢者に情動的な
活性効果が認められた報告もある �2-�4）．看護や介
護の場でも，化粧をケアの一つとして取り入れる
ようなところも出てきている．

一方で，化粧による皮膚などの健康に問題が生
じているケースがある．消費生活年報 2020 版に
よると全国消費生活情報ネットワークシステム

（PIO-NET：パイオネット）の情報 �5）では，商品
等分類で化粧品の危害件数は健康食品に次いで第
２位である．化粧品の危害情報は性別では女性が
80% 占めている．本研究を開始した当時の（消

費生活年報 2016 版）では，第１位であった �6）．
化粧品は基準を満たし品質管理がなされた商品で
あっても，それを使用する人の体質は各自異なり，
時にトラブルを引き起こすことがある．化粧品を
用いる場合において，食物等と同様に健康を意識
した適切な態度は重要である．

本研究は，生活の中の一般的な女性の化粧品使
用の際の健康に関する態度の実態を知るととも
に，化粧による皮膚などの健康被害が多いことを
踏まえて，その化粧品使用の態度と健康増進ライ
フスタイルの関連性を探ることを目的とした．こ
れに関する先行研究は見当たらない．

２．研究方法
２．１　本研究における用語の操作的定義

本研究での「化粧をしている人」とは基礎化粧
およびファンデーション，口紅，アイライン，眉
墨，毛染めなど，これらの一つでも行っている人
とした． 

２．２　研究デザインと調査期間・調査方法
研究デザインは量的横断研究，調査期間は

2016 年５月，調査方法は化粧品使用に際しての
健康面からみた態度の実態および日常における健
康増進ライフスタイルの実態について 20 〜 59



石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.19, 2022

− 14 −

歳の女性に対して Web アンケート調査をおこ
なった．各年代を 400 人とし全国都道府県別層
化抽出法（人口比例割り当法）で合計 1600 名に
達した段階で調査を終了した．

２．３　調査内容
調査内容は，1600 人の属性および化粧をして

いますかについて「はい」「いいえ」の２択で質
問した．「化粧をしている」とした人に対して，行っ
ている化粧の種類を，各々について「する」「し
ない」の２択で質問した．また，「基礎化粧」「ファ
ンデーション」「アイラインや口紅などのメー
キャップ」について，肌に「全く良くないと思う」

「あまり良くないと思う」「良いと思う」「とても
良いと思う」の４項目から１つを選択回答とした．

化粧品使用における健康面での安全な態度につ
いて各質問を行った．項目は「化粧品の成分表示
を意識して見ていますか」「成分の効果や役割の
意味を分かりますか」「化粧品の開封後の期限を
気にして使いますか」「化粧品の保管場所を気に
しますか」「化粧は必ず落として寝ますか」「日焼
けクリームは帰宅後すぐに落としますか」「ブツ
ブツができたり，肌の調子がおかしい時はその化
粧をやめようとしますか」，また，知識面として「ア
レルギーとは，どういうことか知っていますか」

「抗体を知っていますか」「化粧品被害を知ってい
ますか」「PL 法を知っていますか」である．毛
染めは「染める前に使用上の注意事項の説明書を
きちんと読みますか」「事前にパッチテストをし
ますか」「毛染めの液は頭皮につけないように気
を付けていますか」「毛染め液を洗い落とす時な
ど絶対に目に入らないように気を付けています
か」である．「全くない（しない）」に１点「あま
りない（しない）」に２点「時々ある（する）」に
３点「いつもある（する））」に４点とし，４項目
から１つを回答とし，数値を点数化した．
「知っている化粧被害（トラブル）は何ですか」

を自由記述（複数記述可）とした．
健康を増進するライフスタイルの測定を行うた

めに「日本語版 HPLP Ⅱ尺度（日本語版健康増
進ライフスタイルプロフィール）」�7）を使用した．
日本語版 HPLP Ⅱは，英語原版「Health-Promoting 
Lifestyle Profile Ⅱ（HPLP Ⅱ）」�8）を基として魏
らが開発したもので健康増進行動を問う６つの下
位尺度「健康意識」「精神成長」「身体運動」「人
間関係」「栄養」「ストレス管理」からなる全 52
項目で構成されている．４件法で「全くない（し

ない）」に１点，「あまり（しない）」２点，「時々
ある（する）」３点，「いつもある（する）」に４
点を与え，単純加算得点の平均点が高いほど良好
なライフスタイルであることを示す．

２．４　分析方法
分析方法は，属性，化粧をしているか否か，化

粧品の肌への影響の認識面，化粧品使用における
健康面での態度について単純記述統計をおこなっ
た．また，「化粧をしている人」群と「化粧をし
ていない人」群の間に，属性による差の有無を
pearson のχ �2 検定で分析した．さらに，どのセ
ルが有意な関連に寄与しているかの確認のため
に，調査済み残差を算出した．また，化粧品使用
における健康についての態度の４件法を用いた質
問項目の回答を，「ない（しない）方向」（「全く
ない（しない）」と「あまりない（しない）」を合
わせた）と，「ある（する）方向」（「時々ある（す
る）」と「いつもある（する）」を合わせた）の２
群に分けて，健康増進ライフスタイル HPLP Ⅱ
合計点の平均点に差があるかをみるためにt 検定
を行った．有意水準は５% とした．分析には
SPSS 統計ソフト ver.23 を使用した．「知ってい
る化粧被害の自由記述」については，項目毎に記
述回数をカウントした．

２．５　倫理的配慮
対象者には，本研究の調査の目的や調査内容，

方法，問合わせ先，調査の協力は自由意思である
ことや，不参加による不利益はないこと，調査の
目的以外にデータを利用しない事，匿名性等の個
人情報保護等の倫理的配慮のありかたについて文
書で説明し，web 調査での返信をもって同意が
得られたものとした．石川県立看護大学倫理委員
会の審査を受け承認（看大第 766 号）を得たの
ち調査を開始した．

なお，日本語版 HPLP Ⅱ尺度使用においては
作成者の使用許諾を得てから行った．

３．研究結果
３．１　回答状況

Web アンケート調査で設定していた 20 〜 59
歳の女性が各年代 400 人に達した時点で調査を
終了した．結果，1600 人の有効回答を得た．

３．２　�「化粧している人」と「化粧していない人」
の人数割合
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回答のあった 1600 人の内 1397 人（87.3%）が「化
粧をしている人」で，「化粧していない人」は
203 人（12.7%）であった（表１）．

３．３　�「化粧をしている人」群と「化粧をしてい
ない人」群の属性

「化粧をしている人」群と「化粧をしていない人」
群の属性は表１に示したとおりであるが，２群の
属性における有意の差の有無を見るために

pearson のχ �2 検定を行ったところ，年齢に有意
な差があった（χ �2 ＝ 19.696, df ＝ 3, p<.001）．
調整済み残差に表れているように，「化粧してい
る人」は 50 代に多く，「化粧していない人」は
20 代に多いことが示された．年齢以外の属性に
ついては両群による有意の差はいずれもなかっ
た．

表１　「化粧をしている人」群と「化粧していない人」群の群別属性　　　　　　　　　　　　　　　n ＝ 1600表１ 「化粧をしている人」群と「化粧していない人」群の群別属性 n＝1600
化粧している人 化粧していない人

1397人（87.3％） 203人(12.7%)

対象の属性 人(%)
調整済

残差
人(%)

調整済

残差
検定1）

年代 20〜29（歳） 331 (23.7) -3.2 69 (34.0) 3.2

.001
30〜39 342 (24.5) -1.3 58 (28.5) 1.3
40〜49 353 (25.2) 0.7 47 (23.2) -0.7
50〜59 371 (26.6) 3.8 29 (14.3) -3.8

職業 事務職 395 (28.3) 43 (21.2)

ns

販売・営業・接客業 218 (15.6) 34 (16.8)
医療職 88 (6.3) 9 (4.4)
農業・漁業 4 (0.3) 1 (0.4)
その他 202 (14.5) 43 (21.2)
無職 489 (35.0) 73 (36.0)

配偶者の有無 いる 687 (49.2) 89 (43.8)
ns

いない 710 (50.8) 114 (56.2)
子の有無 いる 571 (40.9) 73 (36.0)

ns
いない 826 (59.1) 130 (64.0)

アレルギーの有無 有り 483 (34.6) 67 (33.0)
ns

無し 914 (65.4) 136 (67.0)
（アレルゲンの種類）複数回答あり

植物 有り 354 (25.3) 46 (22.7)
ns

無し 1043 (74.7) 157 (77.3)
動物 有り 77 (5.5) 17 (8.4)

ns
無し 1320 (94.5) 186 (91.6)

食物 有り 108 (7.7) 22 (10.8)
ns

無し 1289 (92.3) 181 (89.2)
金属 有り 90 (6.4) 14 (6.9)

ns
無し 1307 (93.6) 189 (93.6)

薬品 有り 73 (5.2) 7 (3.4)
ns

無し 1324 (94.8) 196 (96.6)
その他 有り 74 (5.3) 10 (4.9)

ns
無し 1323 (94.7) 193 (95.1)

1）pearsonのχ2検定 ns：not significant
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３．４　�「化粧をしている人」1397 人を対象とし
た調査結果

（１）�行っている顔化粧の種類と化粧品の肌への
影響の認識

「化粧をしている人」1397 人が使用している顔
化粧の種類（複数回答有）は，「基礎化粧」は
1397 人（100%），「ファンデーション」が 1075
人（77%）で，「アイラインや口紅，頬紅，眉墨
などメーキャップ」は 1114 人（80%）であった（表
２）．
「基礎化粧は肌に良いと思いますか」について

「とても良いと思う」「良いと思う」の良いと思う
方向に答えた人は合わせて1202人（86.0%）であっ
た．また , ファンデーションを塗っている人 1075
人のうち，「ファンデーションは肌に良いと思い
ますか」に対して「あまり良くない・全く良くな
い」と良くないと思う方向に答えた人は合わせて
855 人（79.5%）であった．「アイラインや口紅の
メーキャップは肌に良いと思いますか」に対して

「あまり良くない・全く良くない」と良くない方

向に答えた人は 970 人（87.1%）であった（表２）．
（２）「毛染めをしている人」の人数割合

化粧をしている人 1397 人の内「毛染めをして
いる人」は 846 人（60.6%）であった（表３）．
毛染めをしているか否かの人数と年代との関係性
を見ると pearson のχ �2 検定で有意の差があり

（p<.001），調整済み残差から，「毛染めをしてい
る人」は 40 代・50 代に多く，「毛染めをしてい
ない人」は 20 代・30 代に多かったことが示され
た．毛染めの場所と年代の関係で pearson のχ �2

検定で有意の差があり（p<.001），「美容院」は
20 代・30 代に多く，「自分でする」は 40 代・50
代に多いことが示された（表３）．

（３）�化粧品使用に際する態度に関した各項目の
結果

「化粧している人」において「化粧品の成分表
示を意識して見るか」は，見ない人が 922 人

（66.0%）であった．「成分の効果や役割の意味を
分かりますか」は，わからない人が 985 人（70.5%）
であった．「化粧品の開封後の期限を気にして使

表２ 化粧をしている人の化粧の種類と肌への影響の認識

行っている化粧の種類(複数回答有）

基礎化粧 ファンデ-ション アイライン・口紅など

行っている人数 1397人 1075人 1114人

肌への影響の認識 人(%) 人(%) 人(%)

肌にとても良いと思う 161（11.5） 10 （1.0） 10 （0.9）
肌に良いと思う 1041（74.5） 210（19.5） 134（12.0）
肌にあまり良くないと思う 183（13.1） 755（70.2） 849（76.2）
肌に全く良くないと思う 12 （0.9） 100 （9.3） 121（10.9）

表３ 化粧している人の毛染めをしているか否かの人数と毛染めの場所の年代別関係 n=1397
項目 人数 年代 検定1)

全年齢
20～29

歳

調整

済

30～39
歳

調整

済

40〜49
歳

調整

済

50〜59
歳

調整

済

.000

人（%） 人（%） 残差 人（%） 残差 人（%） 残差 人（%） 残差

毛染めしていない人
551

（39.4）
171

（51.7） 5.2 178
（52.0） 5.5 119

（33.7） -2.5 83 
（22.4） -7.9

毛染めしている人
846

（60.6）
160

（48.3） -5.2 164
（48.0） -5.5 234

（66.3） 2.5 288
（77.6） 7.9

毛染めしている場所

美容院
379

（44.8）
105

（65.6） 5.9 102
（62.2） 5.0 88

（37.6） -2.6 84
（29.2） -6.6

.000自宅
293

（34.6）
23
（14.4） -6.0 41

（25.0） -2.9 95
（40.6） 2.3 134

（46.5） 5.2
美容院・自宅
両方

174
（20.6）

32
（20.0） -0.2 21

（12.8） -2.7 51
（21.8） 0.5 70

（24.3） 1.9

1）pearsonのχ2検定

表２　化粧をしている人の化粧の種類と肌への影響の認識

表３　化粧している人の毛染めをしているか否かの人数と毛染めの場所の年代別関係　　　　　　　　n=1397
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いますか」気にしない人は 846 人（60.6%）であっ
た．「化粧品の保管場所を気にしますか」は，気
にしないが 887 人（63.5%）であった．「化粧は
必ず落として寝ますか」は，必ず落として寝るが
1301 人（93.1%）であった．「日焼けクリームは
帰宅後すぐに落としますか」は，落としていない
が 923 人（66.1%）であった．「ブツブツができ

たり，何か肌の調子がおかしい時は化粧をやめま
すか」は，やめる人が 984 人（70.4%）であった（表
４）．

毛染めをしている人において，毛染めに関して
「含まれている物質や使用方法の説明書を読まな
い人」は 156 人（33.4%）であった．また「染め
る前のパッチテストを行う人」は 103 人（12.1%）

表４ 化粧品使用につき健康に関わる態度や知識とHPLPⅡの総得点との関係 n＝1397
HPLPⅡ t検定 効果量

群（2分割） 人数（％） 総得点 ｔ値 ｄｆ p値 ｒ

質問調査項目 （態度面）

化粧品の成分表を意識して見る 見ない 922（66.0) 119.72
9.434 1395 .000 0.11

見る 475（34.0） 130.12
成分の効果や役割の意味がわかる わからない 985(70.5) 119.74

10.487 1395 .000 0.27
わかる 412(29.5） 131.67

化粧品の開封後の期限を気にして使う 気にしない 846(60.6) 119.54
8.784 1395 .000 0.23

気にする 551（39.4) 128.97
化粧品の保管場所を気にする 気にしない 887(63.5) 119.32

8.654 1395 .000 0.23
気にする 510(36.5) 129.25

化粧は必ず寝る前に落とす 落とさない 96 ( 6.9) 116.15
3.604 1395 .000 0.10

落とす 1301(93.1) 123.78
日焼けクリームは帰宅後すぐに落とす 落とさない 923（66.1） 121.40

4.847 1395 .000 0.16
落とす 474（33.9) 126.87

ブツブツができたり、肌の調子がおかし やめない 413（29.6) 118.80
5.414 1395 .000 0.14

い時はその化粧をやめる やめる 984(70.4) 125.13
毛染め 1）について

含まれている物質や使用方法の説明書を 読まない 156(33.4) 119.21
2.941 465 .003 0.14

読む 読む 311(66.6) 124.68
毛染めの前にパッチテストする しない 743(88.0) 122.44

5.761 844 .000 0.19
する 103（12.1） 134.09

毛染め液は頭皮に着けないように気を付 気にしない 357（42.2） 121.10
3.523 844 .000 0.12

ける 気を付ける 489（57.8） 125.87
毛染め液が絶対に目に入らないように気 気にしない 80（9.5） 119.84

1.933 844 ns .054 0.07
を付ける 気を付ける 766（90.5） 124.28
質問調査項目 （知識面）

アレルギーはどういうことか知っている 知らない 379(27.1) 117.67
6.423 1395 .000 0.17

知っている 1018(72.9) 125.24
抗体を知っている 知らない 555(39.7) 118.06

8.018 1395 .000 0.21
知っている 842(60.3) 126.69

化粧品被害を知っている 知らない 515(39.7) 119.70
5.096 1395 .000 0.14

知っている 882(63.1) 125.34
PL法ってどんな法律か知っている 知らない 1062（76.0） 121.82

4.793 1395 .000 0.13
知っている 335（24.0） 127.82

1)化粧をしている人の中で毛染めをしている人を指す ns：not significant

表４　化粧品使用につき健康に関わる態度や知識と HPLP Ⅱの総得点との関係　　　　　　　　　　n ＝ 1397
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しかいなかった．また「染料を頭皮に着けないよ
うに気をつけていますか」は，気を付けるが 489
人（57.8%）であり，「毛染め液が絶対に目に入
らないように気を付けていますか」は、気を付け
ているが 766（90.5%）であった（表４）．
「アレルギー知っていますか」は，知っている

1018 人（72.9%），「抗体を知っていますか」は，知っ
ているが 842 人（60.3%），「化粧品被害を知って
いますか」は，知っているが 882 人（63.1%），「PL
法を知っていますか」は，知っているが 335 人

（24.0%）であった（表４）．
また、アレルギーを知っているか否かと抗体を

知っているか否かとの間にはχ �2 検定で有意の差
があった（p<.001）（表５）．アレルギーを知って
いるか否かと毛染めのパッチテストをしているか
否かの間にはχ �2 検定で有意の差はなかった（表
５）．

（４）�「化粧をしている人」の化粧使用に際する態
度と HPLP Ⅱ総得点との関係

化粧をしている人全員 1397 人の健康増進ライ
フスタイル HPLP Ⅱの総得点（各下位尺度の平
均点の総和）の平均値は 123.26（SD20.125）で
あり正規分布を示した．
（３）で述べた各項目の回答を表４に示したよ

うに２分割（２群）にし，これらの間に日本語版
健康増進ライフスタイル HPLP Ⅱの合計点に有
意の差があるかについて有意確率５% でt 検定を
おこなった．
「化粧品の成分表示を意識してみる」では「見

ない」群の日本語版 HPLP Ⅱ合計点は 130.12 で
「見る」群は 119.72 であった．両群の間には
HPLP Ⅱの合計点に有意の差があり（t=9.434, 
df=1395, p<.001），「見る」人のほうが HPLP Ⅱ
の合計点が高かった．
「成分の効果や役割の意味がわかる」では「わ

からない」群の HPLP Ⅱ合計点は 119.74 で「わ
かる 」群は 131.67 であった．両群の間には
HPLP Ⅱの合計点に有意の差があり（t=10.487, 
df=1395, p<.001）「わかる」群のほうが HPLP Ⅱ
の合計点が高かった．
「化粧品の開封後の期限を気にして使う」では

「気にしない」群の HPLP Ⅱ合計平均点は 119.74
で「気にする」群は 128.97 であった．両群の間
には HPLP Ⅱの合計点に有意の差があった

（t=8.784, df=1395, p<.001）．「化粧品の保管場所
を気にする」では「気にしない」群の HPLP Ⅱ
合計点は 119.82 で「気にする」群は 129.25 であっ

た．両群の間には HPLP Ⅱの合計点に有意の差
があり（t=8.654, df=1395, p<.001），「化粧は必
ず寝る前に落とす」では「落とさない」群の
HPLP Ⅱ 合 計 点 は 116.15 で「 落 と す 」 群 は
123.78 であった．両群の間には HPLP Ⅱの合計
点 に 有 意 の 差 が あ っ た（t=3.604, df=1395, 
p<.001）．
「日焼け止めクリームは帰宅後すぐに落とす」

では「 落とさない 」群の HPLP Ⅱ合計点は
121.40 で「落とす」群は 126.87 であった．両群
の間には HPLP Ⅱの合計点に有意の差があった

（t=4.847, df=1395, p<.001）．「ブツブツができた
り，肌の調子がおかしい時は化粧をやめる」では

「やめない」群の HPLP Ⅱ合計点は 118.80 で「や
める 」群は 125.13 であった．両群の間には
HPLP Ⅱの合計点に有意の差があった（t=5.414, 
df=1395, p<.001）．有意の差があったものの，表
４でも示しているように全体的に大きな効果量は
出ていない．

また，「化粧品成分表示を意識して見ているか
否か」，「化粧品開封後の期限を気にするか否か」，

「化粧品の保管場所を気にするか否か」の質問項
目と HPLP Ⅱ尺度の質問項目の一つである「食
料品のラベルを確認するか否か」との間で関係性
を見たが，「化粧品成分」「化粧品使用期限」「化
粧品保管場所」を気にするか否かと「食料品のラ
ベルを気にするか否か」の間には，いずれも
pearson のχ �2 検定で有意の関係性があった

（p<.001）（表６） ．
「化粧被害で知っている人は何を知っています

か」の自由記述（複数記述可）では，記載数が
1058 件あった。最も記載数が多かったのは美白
化粧の白斑の被害の 603 件であり，68% の人が
記していた．次いで石鹸での小麦アレルギーの記
述は 104 件であり 11.8% の人が記していた．健
康に関する被害だけではなく，マルチ商法，ねず
み講などの化粧品商法での被害の記述があった

（表７）．

４．考察
４．１　�「化粧をしている人」と「化粧をしていな

い人」の属性
「化粧をしている人」は 50 代に多く，「化粧を

していない人」は 20 代に多かった（表１）．本研
究では、「なぜ化粧をしていますか」「なぜ化粧を
しないですか」の質問は行っていないため、化粧
しているか否かの要因は明らかではないが、「化
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表５ 「アレルギーを知っていますか」と「抗体を知っていますか」および「毛染めパッチテスしていますか」の関係

化粧している人 n=1397 抗体知っていますか 検定1）

知らない（人） 知っている(人） 合計(人）

アレルギーを知っていますか 知らない 314 65 379
.001

知っている 241 777 1018
計 555 842 1397

毛染めしている人(美容室も含む）n=846 アレルギーを知っていますか

知らない（人） 知っている(人） 合計(人）

毛染パッチテストしていますか していない 197 546 743
ns

している 26 77 103
計 223 623 846

1） χ2検定 Fisherの直接法 ns：not significant

表６ 「食品のラベル確かめる」と化粧品に対する態度との関係

化粧している人 n=1397 食品ラベルを確かめますか 検定 1）

化粧品の成分表を意識して見る
確かめない（人） 確かめる(人） 合計(人) 

見ない 396 526 922
.001

見ます 70 405 475
計 466 931 1397

化粧している人  n=1397 食品ラベルを確かめますか

化粧品の開封後の期限を

確かめない（人） 確かめる (人） 合計(人) 

気にしない 337 509 846
.001

気にして使う 気にする 129 422 551
計 466 931 1397

化粧している人 n=1397 食品ラベルを確かめますか

確かめない（人） 確かめる (人） 合計(人) 

化粧品保管場所気にする 気にしない 545 342 887
.001

気にする 124 386 510
計 669 728 1397

毛染めする人で美容室に行かない人 食品ラベルを確かめますか

n=467 確かめない（人） 確かめる (人） 合計(人) 

染める前に説明書をきちんと 読まない 73 83 156
.001

読む 読む 79 232 311
計 152 315 467

1）pearsonのχ2検定

表７ 化粧被害（トラブル）で知っている項目（自由記載 複数記述可） 記載者数 882人 記載数 1058件

項目 記載数 項目 記載数 項目 記載数

白斑 603 ブツブツ 16 ただれ 2
小麦アレルギー石鹸 104 赤くなる 14 黒ずみ 2
肌荒れ 75 まだら 8 鉛 2
かぶれ 68 炎症 8 化粧やけ 1
シミ 36 黒皮症 7 眼のかぶれ 1
湿疹、発疹 30 吹き出物 5 眼の炎症 1
アレルギー 23 色素沈着 3 むくみ 1
かゆみ 21 発がん物質 4 ねずみ講 1
腫れ 18 ヘアカラーアレルギー 3 マルチ商法 1

表５　「アレルギーを知っていますか」と「抗体を知っていますか」および「毛染めパッチテスしていますか」の関係

表６　「食品のラベル確かめる」と化粧品に対する態度との関係

表７　化粧被害（トラブル）で知っている項目（自由記載　複数記述可）　記載者数　882 人　記載数　1058 件
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粧をしている人」に 50 代が多かったのは，表１
に示したように毛染めをしている人が 50 代に多
いことが要因の一つと考えられる．

化粧する理由や化粧の効果については先行研
究 �9-�13）は多く，化粧が及ぼす，自信度，満足度が
増加する心理的効果，対人関係におけるメリット
やストレス緩和など生理的効果を掲げている．化
粧するか否かにおいては，今回の研究で職業，既
婚，独身，子の有無，アレルギーの有無などによ
る有意の差がなかったことを考えると，化粧をす
るか否かは家族構成や職業などの背景よりも，先
行研究からも上記の個人の化粧に見出す効果や嗜
好による傾向が強いことが考えられた．

４．２　�「化粧をしている人」は化粧品が肌に良くな
いという思いを持つ人が多いことについて

化粧をしていながらもファンデーション，アイ
ラインや口紅などはいずれも肌に良くないという
認識を持つ人が多く約８割も存在した（表２）．
今回の研究ではなぜ肌に良くないかと思うかの理
由は質問していないため情報がなく明らかにでき
ていないが , 肌によくないと思っても４．１に前
述した先行研究を参考にすると肌に良くないとい
うデメリットはあるものの，それ以上に美的な面
において自分自身に対してや対人関係においての
化粧の心理的効用などの，メリットを見いだして
いると考えられる．

また、肌に良くないと思いながらも，その化粧
をするのは，矛盾な行為ともいえるが，肌に良く
ないと思うが，その危険度は非常に低いという認
識もあるのではないかと推察する． 

４．３　�化粧品使用に際しての健康に関する態度
（行動や知識）について

化粧は心理的、精神面での健康にメリットを及
ぼす側面は非常に重要であるが、化学物質を直接
素肌に塗り付ける行為であり，そのため化粧品は
人体に安全でなくてはならない．これらの安全を
保障するために種々の規制があり，使用してはな
らない物質の種類や超えてはならない基準値が定
められている．しかし，規制の基準を守られてい
ても，人によっては肌に合わずトラブルを起こす
場合ある．今まで問題なく使用していたが，体調
の変化でトラブルが発生することもある．アレル
ギーが強く出た場合は皮膚トラブルのみにとどま
らず全身症状が危険となる可能性も考えられる．
これらのことを念頭におき，化粧品使用は健康の

面から安全につながるようなトラブル防止に心が
けておく点がある �14）．

化粧品の成分を意識し，主要な成分の効果や役
割をある程度理解しているほうが安全につなが
る．また化粧品の期限は明示されていないがまた
食物のように腐敗はしないが，長期おいておくと
紫外線や熱などでの変質も考えられる．化粧を洗
い落とさないこともトラブルにつながり，紫外線
吸収剤を含むような日焼け止めクリームは，長時
間使用することでその紫外線吸収剤の化学反応が
肌に害を与える場合がある．毛染めは特に酸化染
毛剤についてはそれに対する抗体ができアレル
ギーを引きおこす場合がある．比較的アレルギー
を起こしにくいとされる物質でも，人によっては
アレルギー反応をおこす場合がある．化粧品の使
用中にもしも皮膚に異常を感じた時には直ちに使
用は止めるべきであり，症状がひどい場合，長引
く場合，判断できにくい場合などは医師の診察を
受けるのが適切である．これらの安全については，
商品使用に際しての注意書きがついているものが
多い．

化粧使用の際の態度については表４に示した通
りだが ,「化粧品の成分表示を意識して見るか」
では，見ない人が 66.0%，「成分の効果や役割の
意味を分かりますか」は，わからない人 70.5%
であった．製造会社は使用した材料を網羅するべ
きという規制があり，表示しているが，消費者に
とっては非常に小さな字であり見えづらいし，見
てもわからないことが多い．またその効用もわか
りやすく消費者を意識した表示の在り方が必要と
思われる．
「何か肌の調子がおかしい時は化粧をやめます

か」では，やめないとした人は 29.6% であった．
肌に合わない化粧品を使い続けることで皮膚トラ
ブルを引き起こすことが多い．「肌に合わない時
は使用をおやめください」などの文言は商品に記
載されていることが多いが，表示を見ない人も多
いことから，化粧品使用に関する何らかの啓発は
必要と考えられる．

化粧品の開封後の期限や保管場所なども，気に
しない人はいずれも 60% 以上であったが，化粧
品は一度に多く使用しないことが多いため，比較
的長期間同じ商品を使用することが多い．雑菌混
入や，紫外線や熱で変質する可能性もあり，ある
程度の意識は必要と考えられる．最近では，ごく
一部に使用期間を決めて表示している商品もあ
る．
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「化粧は必ず落として寝ます」人は，93.1% で
あった。基礎化粧品を除いて使用している化粧

（ファンデーション・アイライン・口紅など）は
肌に良くない方向に答えた人が約 80% いたが（表
２），寝る前に化粧を落とすことが，肌への悪い
影響を防ぐにつながると考えているのではないか
と推察する．

毛染めに関して，「毛染めの前に使用説明書を
きちんと読む人」は 66.6% であった．また「染
める前のパッチテストを行う人」は 12.1% しか
いなかった．アレルギーに関した化粧トラブルは
深刻な状況になるケースもありアレルギーの知識
はトラブル防止のために必要な知識である．化粧
において特に染毛剤のアレルギーによるトラブル
は厚生労働省や消費者庁も注意を呼び掛けてい
る �15）．一般的に中高年になるに従い徐々に白髪
は増加してくるが，20 代 30 代に比べて 40 代 50
代となるほど多く毛染めしている人が多く，自宅
で行う人も多いという結果であったが（表３），
一人暮らしの人などは突然強いアレルギー反応が
出た場合の緊急措置なども考慮するとアレルギー
の抗原抗体の基本的な知識が必要であり，事前の
パッチテストの施行は必要である．
「アレルギーを知っている人」は「抗体を知っ

ている人」が多いという傾向であった（表５）．
しかし，記述統計でみると，アレルギーを知って
いると答えた人 1018 人の内，241 人（23.7%）が
抗体を知らないと答えている（表５）．このよう
に抗体を知らないと答えている人が同時にアレル
ギーを知っていると答えている場合，かゆみや腫
れや発赤などの症状のみを考えて，アレルギーが
引き起こされる機序はよく知らない可能性があ
る．抗原・抗体の知識がなければ機序の理解はで
きない．アレルギーの機序をある程度知って，化
粧トラブル予防行動ができることが健康生活には
必要である．わかりやすい説明をもって，毛染め
のパッチテストの必要性なども理解されるような
啓発活動も必要である。

４．４　�化粧品使用に際しての健康に関する態度
（行動や知識）とおよび HPLP Ⅱとの関係

化粧を使用する際の態度と健康増進ライフスタ
イル尺度 HPLP Ⅱとの関係において，健康上の
化粧トラブル防止につながる態度に答えている人
のほうが，HPLP Ⅱの総合点数が全般的に高いと
いう結果となった．効果量は小が多く，大きな差
を付けているとまでは言いきれないが，日常ライ

フスタイルにおいて，より健康に心がけた生活を
している人のほうが，化粧行動においても，健康
面に注意を払っている傾向があると解釈できる

（表４）．日本語版 HPLP Ⅱ尺度の開発者の先行
研究 �7）の対象は幅広い年齢・多様な職業・学歴（某
大学夜間部学生，某医療サービス機関の職員，健
康教室の参加者）であり，日本語版 HPLP Ⅱ尺
度を使用した他の論文の対象も中高年女性 �16），
40 ～ 74 歳の男女 �17），40 ～ 70 代の男女 �18）等であっ
た．今回の対象である 20 ～ 59 歳の女性と比較
できる研究はみられなかったことから，本調査の
対象者が HPLP Ⅱ尺度の平均点が高い集団とも
低い集団ともいえない．先行研究の HPLP Ⅱ尺
度の平均点は本調査と比較しても大きくかけはな
れたものではなかったが今回比較できなかったた
め，今後は類似の対象の研究が期待される．

日常ライフスタイルにおいて，消費者行動とい
う観点から，食品購入時に食品のラベル（産地，
原料，日付，保管方法）をみて注意を払う行為と
化粧においても成分や効能を見て注意を払う行為
とは類似の行為であることが言える．「食料品の
ラベルを気にするか否か」と「化粧品成分表示を
意識して見ているか否か」，「化粧品開封後の期限
を気にするか否か」，「化粧品の保管場所を気にす
るか否か」の間で関連がみられた（表６）．これ
らを考えると，健康増進ライフスタイルは，単独
のことがらに対しての健康志向の行為があって単
にそれらの総和で成り立っているのではなく，例
えば，食品の産地や原料や日付ラベルを見る態度
が身についてきたならば，自然と化粧のラベルも
気にする態度につながるなどして複合相互的に影
響しあって健康志向の態度が高まっていく可能性
もあるのではないかと思われる．そのように考え
ると逆に化粧を通して健康面に留意するようにな
れば，他の面でも健康に留意する行動につながる
可能性も示唆されるため、今後さらなる研究を進
める必要があると考える．

４．５　化粧被害について
美白化粧の白斑や小麦アレルギー石鹸のトラブ

ルは深刻なケースであり，マスコミでも大きく取
り上げられたことで知る人が多かったと考えられ
る．PL 法（Product Liability：製造物責任）に
ついて，知らないが 76.0% であった（表４） ．化
粧品メーカーは多くの規制を遵守しながら製品を
送りだしていると考えるが，当初，想定できなかっ
たことが起こる可能性があり，化粧品消費者の態
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度としては，肌に異常を感じれば直ちにやめるこ
とが重要であり，また，何らかのトラブルが出た
場合，メーカーに情報をフィードバックすること
で，より良い製品が作られるにつながると考えら
れる．成分表の表示や注意喚起する事項も，消費
者を意識した表示の在り方が必要と思われるが，
これらもフィードバックしていく必要があるだろ
う．

４．６　化粧に関する身近な啓発活動の推奨
化粧品使用について望ましい態度をとっている

人はそうでない人よりも日本語版健康増進ライフ
スタイル HPLP Ⅱ総合得点が有意に高いという
関係がわかったことにより，逆に安全な化粧品使
用に関する啓発を行い，健康面に留意するように
なれば，また，他の面でも健康に留意する行動に
つながる可能性も示唆された．化粧品による皮膚
障害などがある中，食育や他の保健指導と同様に
化粧消費者保健指導も重要であると考える．様々
な健康レベルに置かれている人々を対象とする看
護職の活動の一つとして，地域で身近な啓発活動
として化粧に関してもワークショップ等開催して
いくことが推奨される．

本研究の限界と今後の課題
対象者を女性のみに限定したが，今後は男性の

基礎化粧や毛染めの増加を鑑み男性も対象にする
べきである．筆者らは，試みに学生にワークショッ
プ「化粧と健康について考える機会提供と化粧品
被害予防の啓発活動」�19）を開催したが，今後も
化粧に関する啓発活動の効果を検証しながら，ヘ
ルスプロモーションに少しでもつなげていくこと
に努力していきたい．

５．結語
化粧による皮膚などの健康被害が多いことを踏

まえ，化粧品使用の際の健康に関する態度の実態
および，健康増進ライフスタイルとの関連性を調
査した結果，

１．�調査した 20 〜 59 歳の女性 1600 人中，化
粧している人は 1397 人（87.3%）であった．

２．�化粧をしている人でファンデーション，ア
イラインや口紅などはいずれも肌に良くな
いという認識を持つ人が約８割であった．

３．�化粧している人で，化粧品の成分を見ない
人 66.0%，毛染めでパッチテストを行わな
い人 88.0%，肌に合わないと思ってもすぐ

に使用をやめない人 29.6% などであった．
４．�化粧品使用について健康面で望ましい態度

をとっている人のほうが，そうでない人よ
りも HPLP Ⅱ尺度の総合計点が有意に高
かった．

化粧による皮膚などの健康トラブルを減少さ
せ，健康増進のライフスタイルの向上を図るため
に，化粧使用において健康・安全に使用するため
の啓発の必要性が示唆された．

（本研究は科学研究費助成事業 学術研究基金助
成金．挑戦的萌芽研究 , 研究課題番号 26560023　
研究代表者　吉田和枝）の助成を受けたものであ
る .
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Relationships between Health Attitudes When Using Cosmetics and 
Health-promoting Lifestyles

Kazue YOSHIDA，Saori SOYAMA，Masayo YONEDA，Noboru HASEGAWA，
Chikako MATSUNO，Masumi NAWA

Abstract
　Objective: To clarify health attitudes when using cosmetics and their relationships with health-
promoting lifestyles, in consideration of the high prevalence of health problems caused by makeup. 
Methods: A web questionnaire survey was conducted, involving 1,600 females aged 20 to 59. The 
questionnaire consisted of the Japanese-version HPLP II and questions to evaluate attitudes when 
using cosmetics. Results and Discussion: There were 1,397 respondents applying makeup. The rates 
for main items were as follows: not confirming ingredients in cosmetics: 66.0%; skipping patch tests 
for hair dye: 88.0%; and not immediately discontinuing the use of cosmetics that harm one’s skin: 
29.6%. The t-test to compare the respondents’ attitudes when using cosmetics based on their total 
HPLP II scores, with the significance level set at 5%, revealed that those with higher total HPLP II 
scores had more favorable health attitudes when wearing makeup. The results suggest the 
necessity of raising awareness of healthy and safe use of cosmetics as a basis for developing health-
promoting lifestyles.

Keywords  cosmetics， using cosmetics，health，safety， The Japanese-version HPLP II


